
令和 5年度 児童養護施設に対する寄付貢献活動 

 

令和 6年 3月 7日、東北遊商の社会貢献活動の一環である「児童養護施設に対する寄付」を東北

6県全 34施設へ行いました。 

継続事業として今年で 17年目となり、寄付金贈呈式は宮城県と福島県の 2県にて実施し、他は、

各県代表施設へお送りしました。 

 

【宮城県での贈呈状況】 

日 時  令和 6年 3月 7日（木）  

場 所  宮城県仙台市「丘の家子どもホーム」13：30～ 

参加者  東北遊技機商業協同組合 髙橋一則理事長 

同社会貢献委員会 大久保康二副委員長、佐々木勝也委員 

 

令和 6年 3月 7日に東北遊商の社会貢献活動の一環である宮城県内児童養護施設に対する寄付贈呈式

に参加させて頂き、丘の家子どもホーム様他、4施設の代表の方々にお話を伺いました。 

贈呈式では、「また、今年も無事に来ることができたことを嬉しく思います」との髙橋理事長の挨拶か

ら始まり、「東北遊技機商業協同組合様が東北 6県の児童福祉に興味をもって支援してくださっているこ

とを大変感謝しております」との、丘の家子どもホーム鈴木園長から感謝のお言葉を頂きました。 

子供の出生率の低迷や施設養育から家庭養育に切り替わっていき、小さい子供は里親との生活となり

施設入所者の数も減ってきているそうです。数年後に成長して大きくなると施設に戻ってくる子供達や、

１８歳で独立ちをしないといけないのに諸事情で戻ってくる子供たちもいるそうです。虐待で入所して

くる子供が半数以上で、今後も児童養護施設の子供たちが安心して成長できるように見守っていく必要

があると感じました。（佐々木委員） 

 

贈呈式の様子： 写真中央、「丘の家子どもホーム 園長：鈴木重良様」 

写真提供：ほくとう通信（フェイム） 友道様 

 



【福島県での贈呈状況】 

日 時  令和 6年 3月 7日（木）  

場 所  福島県福島市「児童養護施設アイリス学園」13：30～ 

参加者  東北遊技機商業協同組合社会貢献委員会 杉本信夫委員長、宍戸良史委員 

 

当日は、アイリス学園園長 青木美津雄氏と地元の新聞社２社の取材の中、約 1時間、現在の状況、

問題点などのお話を伺いました。ほとんどの児童が親による DV被害、ネグレクト(無視・無関心)に

より、全国の児童養護施設で約 3万人の被害児童を受け入れているが、実際の人数は、その何倍にも

なるかもしれないとのことです。 

精神的なフォローも大切で、地域の人達にも助けられており、また、このような寄付金などが支え

であることなどの話しがありました。また、青木園長から感謝状を受け取り、社会福祉への貢献継続

の必要性を強く感じた日となりました。（宍戸委員） 

     

◆感謝状贈呈の様子：左から「アイリス学園園長 青木美津雄氏」、「杉本委員長」、「宍戸委員」 

 

□福島県を代表する地方紙「福島民報」「福島民友新聞」の新聞２社に記事が掲載されました！ 

  

◆「福島民報」2024.3.28 掲載 



□ほくとう通信「フェイム」に掲載されました。 

 

 

提供：ほくとう通信（フェイム） 友道様 

 

当組合は今年も東北 6県の児童養護施設に対する寄付金をお届けすることができました。 

これもひとえに、当組合員のご理解、ご協力あってのことと思います。 

この活動は上記新聞記事に掲載されているとおり、平成 20 年から今年で 17 年目にあたり、社会貢

献委員会、唯一の東北 6県全域に対する活動となっております。 

 社会貢献委員会はこの活動を今後も続けていければと思っておりますので、これからもご理解、ご協

力をよろしくお願いします。（杉本委員長） 

（参考：東北遊商 寄付金額 東北 6 県 計 34 施設 各 5 万円 計 170 万円） 


